
２
５
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢

物
価
高
騰
が
止
ま
ず
生
活
悪
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
財
務
省
が
２
４
年
９
月

に
発
表
し
た
資
本
金
１
０
億
円
以
上
の

全
産
業
の
大
企
業
が
保
有
す
る
内
部
留

保
は
、
５
５
３
兆
円
と
な
り
過
去
最
高

を
更
新
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
は
無
く
、
自
公
政
権
に

は
ま
っ
た
く
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
日
本
経
団
連
は
、
『
大
幅
な

賃
上
げ
の
定
着
が
企
業
の
責
務
』
と
強

調
し
、
働
く
人
の
７
割
を
雇
用
す
る
中

小
企
業
と
非
正
規
社
員
の
給
料
ア
ッ
プ

が
カ
ギ
を
握
る
と
呼
び
か
け
、
財
界
も

大
幅
賃
上
げ
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
情
勢
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
労
働
側
で
は
、
全
労

連
が
月
額
３
２
，
０
０
０
円
、
時
間
給

２
０
０
円
以
上
の
要
求
を
掲
げ
、
連
合

は
定
期
昇
給
分
と
合
わ
せ
５
％
以
上
の

賃
上
げ
要
求
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
厚
生
労
働
省
の
「
労

働
基
準
関
係
法
制
研
究
会
」
は
、
労
働

基
準
法
の
解
体
に
繋
が
り
か
ね
な
い
大

改
悪
を
企
む
報
告
書
案
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
憲
法
２
７
条
や
労
基
法
第
１

条
で
定
め
た
「
労
働
条
件
の
最
低
規
制
」

の
否
定
に
は
、
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
や
成
果
主
義
が
ひ
ろ

が
る
な
か
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
を
要
求
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ど
ん
な
経
済
状
況
で
も
生
活
を

向
上
さ
せ
る
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
に
は
、

生
計
費
原
則
を
あ
ら
た
め
て
学
習
し
な

お
し
て
、
そ
れ
を
土
台
に
要
求
づ
く
り

を
す
す
め
、
納
得
い
く
回
答
を
経
営
者

に
迫
り
、
あ
き
ら
め
ず
春
闘
を
た
た
か

い
ぬ
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
闘
い
の
柱
は

１
．
物
価
高
騰
か
ら
生
活
を
ま
も
る
す

べ
て
の
仲
間
に
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ

す
。

２
．
賃
上
げ
と
と
も
に
労
働
時
間
短
縮

を
推
進
す
る
。

３
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
。

４
．
要
求
の
求
心
力
で
組
織
を
拡
大
強

化
す
る
。

５
．
国
民
の
い
の
ち
を
ま
も
り
安
心
し

て
く
ら
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
政
治

を
実
現
す
る
。

の
５
項
目
で
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
統
一
要
求
基

準
は
次
の
５
項
目
で
す
。

①

一
律
４
万
円
以
上
＋
格
差
是
正

②

時
給
労
働
者
は
、
時
給
額
２
５
０

円
以
上

③

年
齢
、
派
遣
・
請
負
労
働
者
を
含

め
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ

て
の
仲
間
の
賃
上
げ

④

一
律
賃
上
げ
に
加
え
、
女
性
、
継

続
雇
用
者
・
パ
ー
ト
・
契
約
社
員
な

ど
の
格
差
是
正

⑤

中
高
年
頭
打
ち
の
賃
金
是
正

で
す
。

春
闘
の
主
な
日
程

統
一
要
求
日

２
月
１
９
日
（
水
）

統
一
回
答
指
定
日

３
月

５
日
（
水
）

人
手
不
足
で
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た

企
業
が
過
去
最
多
を
更
新
。
企
業
存
続

の
た
め
人
員
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
ど
こ
も
労
働
者
の
獲
得
競
争
に
奔

走
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
職
場
へ
の
定

着
も
重
要
な
課
題
で
す
。
人
材
の
確
保
・

定
着
に
は
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
よ

う
に
労
働
者
を
大
切
に
し
、
働
き
続
け

た
い
と
思
え
る
職
場
作
り
、
初
任
給
引

き
上
げ
と
と
も
に
、
中
高
年
な
ど
全
て

の
年
代
に
も
持
続
的
な
大
幅
賃
上
げ
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
記

浅
岡
）
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三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
会
２
０
２
５
年
１

月
２
０
日
秋
闘
集
約

三
和
分
会
は
、
１
０
項
目
の
秋

闘
要
求
を
し
、
年
越
し
の
秋
闘
に

な
り
ま
し
た
が
、
３
項
目
の
要
求

を
実
現
し
ま
し
た
。

（
１
）
看
護
休
暇
に
つ
い
て

小
学
校
３
年
生
の
３
月
末
ま
で
、

子
一
人
の
場
合
は
７
日
間
、
二
人

以
上
は
１
４
日
間
を
実
現
。
国
の

法
改
正
で
は
５
日
間
と
１
０
日
間

を
超
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
有
給

で
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て
実
現
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

（
２
）
住
宅
手
当
に
つ
い
て

職
場
か
ら
住
宅
手
当
の
「
不
合

理
な
支
給
」
の
相
談
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
古
い
（
Ｈ
１
５
．
１
２
．
２

２
実
施
）
運
用
規
定
を
改
善
し
ま

し
た
。

（
イ
）
住
民
票
上
の
同
居
者
が
い

て
本
人
の
給
与
が
そ
の
世
帯
の
主

た
る
収
入
者
で
あ
る
者
。

月
額
２
０
，
０
０
０
円

（
ロ
）
単
身
で
生
活
し
て
い
る
者

月
額
１
６
，
０
０
０
円

（
ハ
）(

イ
）
、(

ロ
）
以
外
の
者

月
額
１
１
，
０
０
０
円

（
３
）
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い

て
２
０
２
５
年
上
期
ま
で
に
一
人

１
個
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
、
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の

ロ
ッ
カ
ー
の
使
い
が
っ
て
の
悪
さ

の
件
は
、
会
社
が
対
応
を
約
束
。

女
性
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
若

干
会
社
の
対
応
の
前
進
は
あ
っ
た

も
の
の
、
会
社
創
立
以
来
６
０
数

年
女
性
管
理
職
ゼ
ロ
で
す
。
女
性

の
主
任
で
さ
え
、
現
在
１
名
し
か

い
な
い
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

崎
陽
軒
の
秋
闘
に
つ
い

て
川
崎
・
横
浜
地
域
の
崎
陽
軒
の

売
店
５
０
ヵ
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
４
通
の
回
答
を
得
て

「
立
ち
仕
事
で
体
が
き
つ
い
」

「
有
給
が
取
り
に
く
い
」
と
言
う

意
見
を
も
と
に
、

（
１
）

長
時
間
の
立
ち
仕
事
の

業
務
軽
減
対
策
と
専
用
ス
タ
ッ
フ

の
配
置

（
２
）

有
給
休
暇
の
取
得
の
促

進
を
要
求
。

立
ち
仕
事
の
業
務
改
善
で
は
椅

子
の
見
本
を
提
示
す
る
な
ど
一
定

の
前
進
が
有
り
、
最
終
的
に
は
足

腰
へ
の
負
担
軽
減
マ
ッ
ト
の
回
答

を
え
ま
し
た
。
有
給
休
暇
の
取
得

で
は
、
会
社
側
も
３
日
連
休
を
推

奨
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
会
社
か
ら
の
協

定
案
に
組
合
も
同
意
し
、
押
印
し

た
に
も
か
か
わ
れ
ず
、
会
社
か
ら

返
信
が
無
く
、
問
い
合
わ
せ
る
と

「
人
員
不
足
」
を
理
由
に
連
続
休

暇
の
内
容
を
変
更
し
た
い
と
言
い

出
す
始
末
で
現
状
保
留
と
な
っ
て

い
ま
す
。
労
使
交
渉
の
信
頼
関
係

に
関
わ
る
問
題
で
す
。

崎
陽
軒
の
年
末
一
時
金

に
つ
い
て

要
求
は
、
基
準
内
賃
金
の
３
ヵ

月
を
要
求
し
ま
し
た
。
回
答
は
金

額
で
７
万
円
と
い
う
回
答
。

毎
回
の
団
交
で
７
万
円
の
根
拠

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
今
回
も
「
会
社
規
定
」
と
言

う
だ
け
で
納
得
で
き
る
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

業
績
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

一
切
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

た
が
、
今
回
の
交
渉
で
初
め
て
業

績
に
触
れ
「
厳
し
い
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

低
額
で
し
た
が
７
万
円
で
集
約

と
し
、
年
末
一
時
金
の
協
定
書
を

催
促
し
て
い
ま
す
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

の
年
末
一
時
金

年
末
一
時
金
に
つ
い
て
１
０
月

３
１
日
、
要
求
を
基
準
内
賃
金
の

１
．
２
ヵ
月
と
し
て
提
出
し
、
１

２
月
１
８
日
、
回
答
形
式
が
変
わ

り
、
基
本
給
の
１
．
５
ヶ
月
で
協

定
し
ま
し
た
。

算
定
基
準
が
基
準
内
賃
金
と
基

本
給
の
違
い
が
あ
り
、
金
額
的
に

は
要
求
に
達
し
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

（
記

浅
岡
）

7507号 （２）

川崎支部の秋闘・年末一時金の続報



（３） 7507号

な
ん
ぶ
せ
ん

１
月
２
４
日
に
第
２
１
７
回
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
。
新

年
度
予
算
案
も
審
議
さ
れ
る
。
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
や

「
教
育
無
償
化
」
は
重
要
だ
が
、
（
少
数
与
党
と
い
う
状

況
で
）
一
部
野
党
の
「
こ
れ
だ
け
が
通
れ
ば
予
算
案
に
賛

成
す
る
」
な
ど
と
言
う
党
利
党
略
で
は
な
く
、
国
会
で
予

算
案
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
を
望
む
。
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
関
心
の
あ
る
分
野
で
国
会
を
見
守
っ
て
い
る
と
思

う
。
小
生
は
二
つ
点
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
▼
一
つ

は
防
衛
費
。
防
衛
力
強
化
に
は
自
民
、
公
明
、
立
憲
民
主
、

日
本
維
新
の
会
、
国
民
民
主
が
賛
成
（
反
対
は
共
産
、
れ

い
わ
新
選
組
、
社
民
）
し
て
い
る
な
か
で
、
５
年
間
で
４

３
兆
円
と
い
う
膨
大
な
防
衛
費
が
（
国
会
審
議
も
な
く
）

２
０
２
２
年
１
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て

毎
年
大
幅
な
増
額
が
行
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
防
衛
費
に

つ
い
て
だ
け
は
、
決
し
て
資
金
が
な
い
な
ど
と
は
言
わ
な

い
。
何
日
か
前
の
毎
日
新
聞
の
川
柳
に
『
戦
死
っ
て
唯
一

な
く
せ
る
死
の
は
ず
だ
』
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
武
器
は

人
を
殺
す
も
の
。
防
衛
費
を
減
ら
せ
。
▼
も
う
一
つ
は
賃

上
げ
。
中
小
企
業
の
賃
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
の
国
の
予

算
は
、
防
衛
費
と
比
較
す
る
と
ま
さ
に
桁
が
違
う
。
（
低

い
）
や
は
り
大
企
業
の
内
部
留
保
に
課
税
し
て
中
小
企
業

の
賃
上
げ
や
最
低
賃
金
の
底
上
げ
に
充
て
る
べ
き
。
内
部

留
保
課
税
は
２
重
課
税
に
な
る
な
ど
と
い
う
が
、
労
働
者

は
所
得
税
と
消
費
税
の
２
重
課
税
。
企
業
に
は
消
費
税
は

な
く
、
さ
ら
に
法
人
税
減
税
。
そ
の
結
果
企
業
の
内
部
留

保
は
６
０
０
兆
円
。
内
部
留
保
を
労
働
者
に
還
元
す
べ
き

だ
。
い
よ
い
よ
春
闘
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

さあ春闘だ。この集会で各地域の運動の交流、そしてその

あとのデモ行進で春闘を景気よくスタートさせよう！

川崎支部は現地集合です。組合員の皆さん是非ご参加を！

日時：３月１日（土）

開場１２時３０分 開会１３時

会場：青山公園南地区多目的ひろば

（東京メトロ「乃木坂駅」５番出口徒歩５分）

元
気
よ
く
未
組
織
宣
伝

１
月
１
８
日
（
土
）
登
戸

駅
連
絡
通
路
に
て
１
０
時
よ

り
１
時
間
、
中
央
本
部
作
成

の
春
闘
ビ
ラ
を
８
５
枚
配
布

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
浅

岡
、
長
谷
川
さ
ん
、
細
谷
さ

ん
、
小
林
さ
ん
、
矢
部
さ
ん
、

通
信
本
部
・
土
方
さ
ん
で
し

た
。今

回
は
音
も
出
し
て
、
労

働
相
談
呼
び
か
け
、
２
５
春

闘
紹
介
、
最
低
賃
金
の
取
組

み
、
組
合
加
入
呼
び
か
け
、

相
談
実
績
な
ど
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

次
回
は
２
月
２
６
日
（
水
）

夕
方
５
時
３
０
分
よ
り
久
地

駅
で
行
い
ま
す
。

（
記

浅
岡
）



日
本
の
奨
学
金
制
度
は
、
文

部
科
学
省
所
管
の
特
殊
法
人
で

あ
る
「
日
本
育
英
会
」
が
主
体

と
な
っ
て
奨
学
金
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
２
０
０
１
年
度
の
事

業
規
模
は
約
４
７
３
２
億
円
で

あ
り
、
民
間
団
体
や
地
方
自
治

体
が
独
自
に
行
う
奨
学
金
事
業

を
含
め
て
総
額
約
５
５
０
０
億

円
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
は
単
純
比

較
で
ア
メ
リ
カ
の
１
０
分
の
１

ほ
ど
の
事
業
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
奨
学
金
は
高
校
生
で
全

学
生
の
約
２
．
５
％
、
大
学
生

で
約
１
６
．
５
％
、
全
体
で
約

８
．
９
％
の
割
合
で
給
付
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

約
８
分
の
１
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
約
１
１
分
の
１
で
あ
り
、

先
進
国
中
間
違
い
な

く
最
低
の
水
準
で
す
。

日
本
育
英
会
の
奨

学
金
制
度
に
は
「
第

一
種
奨
学
金
」
と

「
第
二
種
奨
学
金
」

の
２
種
類
が
存
在
し
、

第
一
種
奨
学
金
は
無

利
子
の
奨
学
金
で
あ

る
が
、
第
二
種
奨
学

金
の
方
は
年
率
３
％
の
利
息
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
、
大
学
４

年
間
に
月
１
０
万
円
ず
つ
総
額

４
８
０
万
円
の
貸
与
を
受
け
た

と
す
る
と
、
卒
業
後
２
０
年
間

で
総
額
６
４
５
万
９
５
１
０
円

も
の
額
（
元
金
＋
利
子
）
を
返

済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
、
高
学
費
と
奨
学
金
返

済
が
若
者
の
人
生
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
ロ
ー
ル

支
部
の
取
り
組
み
の
成
果

２
０
１
９
年
春
闘
が
一
段
落

し
、
労
働
条
件
改
善
を
求
め
る

秋
闘
の
論
議
を
し
て
い
る
時
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
産
業
別
統
一
要

求
の
な
か
に
「
奨
学
金
返
済
を

会
社
に
求
め
る
」
と
あ
る
こ
と

に
目
が
留
ま
り
取
り
組
み
を
始

め
た
と
の
事
で
す
。

こ
れ
は
若
手
組
合
員
の
要
求

討
議
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
２
０
年
春
闘
で
、

大
幅
賃
上
げ
と
奨
学
金
返
済
の

制
度
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

実
施
し
て
、
会
社
に
無
利
子
の

第
１
種
奨
学
金
に
つ
い
て
毎
月

１
万
６
０
０
０
円
ず
つ
支
給
し

１
０
年
で
全
額
返
済
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。
そ
の
後
も
支
援

対
象
の
拡
大
を
要
求
し
、
２
２

年
１
月
か
ら
第
２
種
奨
学
金
に

も
返
済
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

双
方
メ
リ
ッ
ト

代
理
返
還
制
度
（
注
）
は
、

労
働
者
に
と
っ
て
は
、
手
当
で

支
給
さ
れ
る
よ
り
、
所
得
税
が

軽
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
会
社
に
と
っ
て
も
代
理

返
還
分
を
損
金
算
入
で
き
、
法

人
税
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

支
部
は
労
使
が
と
も
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
提
案
し
、
２
４
年

の
秋
闘
で
、
会
社
は
制
度
実
施

に
向
け
学
生
支
援
機
構
に
申
し

込
み
中
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。

会
社
は
増
員
、
人
材
確
保
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
採
用
情
報

に
は
「
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
」

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

母
親
が
奨
学
金
返
済
を

援
助
し
て
く
れ
ま
し
た
。

若
手
組
合
員
は
、
母
親
が
返

済
に
援
助
し
て
く
れ
て
い
た
思

い
を
語
り
、
奨
学
金
返
済
の
社

内
制
度
を
実
現
す
る
取
り
組
み

を
一
緒
に
行
う
中
で
成
果
を
勝

ち
取
り
、
母
親
に
恩
返
し
が
で

き
た
と
思
い
、
新
た
な
決
意
を

述
べ
て
い
ま
す
。

「
高
卒
で
入
社
す
る
人
も
い
ま

す
、
高
校
奨
学
金
に
も
制
度
を

拡
大
す
る
な
ど
、
奨
学
金
返
済

に
苦
労
す
る
労
働
者
全
員
が
活

用
で
き
る
制
度
に
し
た
い
」
と

語
り
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
粘
り
強

い
闘
い
が
世
代
を
つ
な
ぎ
、
若

者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
へ

と
前
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
注
）
企
業
等
の
奨
学
金

代
理
返
還
制
度

日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
貸
与

さ
れ
た
奨
学
金
に
つ
い
て
、
企
業

な
ど
が
従
業
員
に
代
わ
っ
て
返
済

す
る
制
度
。

《
記
：
矢
部
》

7507号 （４）

奨学金返済の支援制度を実現

JMITU日本ロール支部の大きな成果



三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
会

・
小
林
正
一
で
す
。

私
が
高
校
卒
業
し
て
入
っ

た
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
そ
の
当
時
レ
ー
ダ
ー
関
連

の
装
置
を
作
っ
て
い
る
会
社

で
し
た
。

会
社
に
入
っ
た
キ
ッ
カ
ケ

は
趣
味
で
真
空
管
式
ア
ン
プ

を
作
っ
た
り
ラ
ジ
オ
を
作
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
高

校
卒
業
で
会
社
を
選
ぶ
時
に

趣
味
と
仕
事
が
近
か
っ
た
の

で
こ
の
会
社
を
選
び
ま
し
た
。

入
社
当
時
は
製
造
部
を
選

び
パ
ネ
ル
の
組
み
立
て
や
半

田
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
早
く
一
人
で
仕
事

を
覚
え
た
い
要
求
が
あ
っ
て

時
に
は
残
業
も
し
ま
し
た
。

あ
る
程
度
仕
事
も
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
職
場
で
働
き
や

す
い
環
境
が
出
来
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
世
間
で
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
、
会
社

は
合
理
化
を
す
る
動
き
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
従

業
員
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

会
社
と
話
し
合
い
を
す
る
為

に
は
組
合
を
作
ら
な
け
れ
ば

ダ
メ
だ
と
聞
か
さ
れ
て
組
合

に
入
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

次
に
会
社
が
倒
産
し
て
再

建
闘
争
も
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
を
思
い
出
し
て
組

合
が
無
け
れ
ば
会
社
が
無
く

な
っ
て
っ
た
か
、
そ
れ
と
も

規
模
が
縮
小
し
た
会
社
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
組

合
が
あ
っ
た
の
で
会
社
が
今

も
有
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
是
非
組
合
に

加
入
し
て
職
場
を
良

く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
労
働
組
合
は
、
労
働
者
の

不
満
や
意
見
を
ま
と
め
要
求

実
現
を
す
る
組
織
で
す
。

要
求
を
だ
し
て
不
景
気
な

時
に
は
交
渉
が
満
足
で
き
な

い
時
も
あ
り
ま
す
が
会
社
と

交
渉
す
る
事
で
会
社
運
営
の

問
題
点
や
改
善
点
も
見
え
て

き
ま
す
し
従
業
員
の
生
活
で

も
問
題
点
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
て
把
握
で
き
ま
す
。

【
記
・
小
林
】

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

ど
ん
な
労
働
組
合
？

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
日
本
金
属

製
造
情
報
通
信
労
働
組
合
）

は
、
金
属
機
械
、
電
機
、
鉄

鋼
、
自
動
車
な
ど
の
金
属
製

造
と
通
信
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ソ
フ
ト
な
ど
情
報
通
信
関
連

産
業
で
働
く
仲
間
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
い
る
全
国
組
織

の
労
働
組
合
で
す
。
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
大
企
業
か
ら
中
小
企
業

ま
で
全
国
約
２
０
０
の
職
場

に
組
合
が
あ
り
ま
す
。

労
働
者
・
国
民
の
利
益
を

な
に
よ
り
も
大
切
に
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
全
国
労

働
組
合
総
連
合
（
全
労
連
）

の
一
員
と
し
て
、
働
く
者
の

雇
用
と
権
利
を
守
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
入
れ
る
労
働

組
合

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
個
人

で
加
入
で
き
る
労
働
組
合
で

す
。
職
場
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の

支
部
・
分
会
が
な
く
て
も
、

パ
ー
ト
、
臨
時
社
員
や
派
遣

社
員
な
ど
正
社
員
で
な
く
て

も
、
誰
で
も
、
ひ
と
り
か
ら

入
れ
ま
す
。
「
パ
ワ
ハ
ラ
を

や
め
て
ほ
し
い
」
「
残
業
代

を
払
っ
て
ほ
し
い
」
「
会
社

の
将
来
が
心
配
」
な
ど
の
不

満
・
不
安
を
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に

加
入
し
、
い
っ
し
ょ
に
解
決

し
ま
し
ょ
う
。
労
働
者
の
立

場
に
た
っ
て
、
働
く
者
の
権

利
を
守
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
組
合
員

や
職
場
の
声
を
大
切
に
し
ま

す
。
働
く
者
の

権
利
を
守
る
立

場
を
つ
ら
ぬ
き
、

会
社
の
言
い
い

な
り
の
組
合
、

い
わ
ゆ
る
会
社

派
組
合
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一

方
的
な
会
社
の
や
り
方
を
許

さ
ず
、
働
く
者
の
権
利
を
守
っ

て
た
た
か
っ
て
き
た
、
多
く

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
く
ら

し
も
会
社
も
良
く
す
る
労
働

組
合
。
会
社
経
営
が
正
常
に

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
労
働
者

の
く
ら
し
を
ま
も
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
労
働
者
の

く
ら
し
を
ま
も
る
と
同
時
に
、

会
社
と
の
対
等
な
関
係
を
土

台
に
企
業
の
状
況
を
分
析
し

て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

か
提
言
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
】

（５） ７５０７号

組
合
に
入
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た



ラ ド ン ア コ ウ ロ ウ シ カ コ ク ア ン

ラ ル ト シ ウ エ ラ ン キ ヨ ウ イ ナ カ

シ タ シ ラ ベ ロ ー ヤ ル タ ウ ナ ン ラ

ン ヨ チ カ ウ マ ハ グ キ オ ン タ 

バ ケ ツ カ ツ シ カ チ チ ヨ ウ セ ン シ バ

ン ク ツ ヤ 川
 

崎 支
 

部 ク ン ザ ク

サ シ タ ク サ オ オ ト ネ ガ ス コ ン ロ

ウ ル チ マ イ ト ー ク ウ コ ン コ ド ウ

ル ン コ タ イ リ ク カ ゼ ウ ロ ウ ロ 

ト ウ ザ イ オ モ シ サ イ コ ア キ ア ジ

ラ ン シ ド ル ア ク ビ ア ジ サ シ シ コ

マ キ ク カ ノ サ カ イ カ ク ア マ

ラ 
 

ブ
ダ ン カ イ ノ セ ダ イ ケ イ ザ イ ジ ン

ソ ン ト ク キ シ チ リ ン ヤ ニ ハ イ カ ゾ

ン コ ダ マ ゴ リ ン キ シ ン ク タ ン ク

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
２月０２日（日）神奈川地本臨時大会（支部事務所）１３：００～

０５日（水）７５期第７回書記局会議（支部事務所）１３：００～

０８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０９日（日）支部臨時大会 （支部事務所）１３：００～

１２日（水）第８回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

７５回第１２回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１９日（水）２５春闘統一要求日

２２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２６日（水）支部報作業日（支部事務所）１３：００～

支部未組織宣伝（久地駅）１７：３０～

７５回第１３回執行委員会（支部事務所）１９：００～

３月０１日（土）２５春闘東日本集会 １２：３０～ 青山公園南地区（多目的広場）

０５日（水）７５期第８回書記局会議（支部事務所）１３：００～

２５春闘統一回答指定日

０９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１８日（火）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口）１９：００～

７５０６号拡大クロスワード回答

回答は『メイブツハキクニナダタククウニアジナシ』

（名物は聞くに名高く食うに味なし）でした。

応募は3名で正解者は３名でした。

石田洋司さん（合同分会）・・・・図書カード

菅原祐三さん（支部報読者）・・・図書カード

大野陽子さん（三和職場読者）・・図書カード

日時：２月９日（日）
時間：1３時(12時45分受付）

～１６時３０分
２０２５春闘に向けて支部臨時大

会を開催します。
組合員の皆さん大会に参加して意

見や近況報告を含めて交流して春闘
を盛り上げて行きましょう。
今は物価高騰が続いて春闘で大幅

賃上げを勝ち取らないと生活が苦し
くなるばかり
です。一人一
人意見を出し
合って行きま
しょう。

川崎支部

第76回臨時大会


